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   定量が構成できることを示した．
 口）二つの指数分布の平均の比θ＝λ、／λ。の推測では
                 （m－1／m）（元／夕）一θ＝O
   よりも
                    元一θ夕＝O
   が良い．
 ハ）変動係数θ＝σ2／μ2の推定では
           Σ（ルー死）2／（m－1）一θ｛元2一Σ（ルー死）2／m（m－1）｝＝O
   を板として推定する．
等が得られる．
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 箱1，箱2，箱3という3つの箱を考える．（1は紙，2．は鋏，3は石を表す．）それぞれにm、，m。，m。個
の粒子がはいっていたとする．m個の粒子には1からmまで番号がふってあり，単位時間内にランダム
に2つの粒子を指定する．指定された2つが1と2にはいっていたとすれば指定された1の粒子が2に
移るものとする．2と3なら2から3に，3と1たら3から1に移動がおきるとする．1と1，2と2，3と
